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県民栄誉章

デザインは、
　杉の木（県の木「秋田杉」）、
　ふきの葉（県の花「ふきのとう」）を
　　　　　　　　　　　　図案化したものです。

　本章は、スポーツ、文化等の分野での業績
が顕著であるとともに、広く県民に敬愛され、
社会に明るい希望を与え、秋田県の名を高め
た方に対して、その栄誉をたたえ、県民の「郷
土意識」を高めようとするものです。

第100回全国高等学校野球選手権記念大会
準優勝までの軌跡

１ 回 戦　　金足農業高校　５－１　鹿児島実業高校

２ 回 戦　　金足農業高校　６－３　大垣日本大学高校

３ 回 戦　　金足農業高校　５－４　横浜高校

準々決勝　　金足農業高校　３－２　近江高校

準 決 勝　　金足農業高校　２－１　日本大学第三高校

決　　勝　　金足農業高校　２－13　大阪桐蔭高校

近 藤 忠 義　作詞

岡 野 貞 一　作曲
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日　時　  平成30年11月28日（水）
　　　　  午後３時30分
場　所　  秋田市文化会館

１　顕　彰　式

２　記念報告会

（１）　開　　式

（２）　「県民歌」斉唱

（３）　知事式辞

（４）　秋田県県民栄誉章授与及び記念品贈呈

（５）　県議会議長祝辞

（６）　祝電披露

（７）　閉　　式

秋田県県民栄誉章顕彰式



秋田県県民栄誉章被顕彰者 野球部員からのメッセージ
秋田県立金足農業高等学校野球部 （秋田市）

功　　績
　第100回全国高等学校野球選手権記念大会において、本県代表として第１回大会の
秋田中学以来103年ぶりに準優勝を果たした。全員野球でひたむきに戦い、並みいる
強豪校を相手に次々と劇的な勝利を重ねる「雑草軍団」の快進撃は、会場を埋めた観
客はもちろん、県内外の多くの人々を魅了した。
　地域に根ざした公立農業高校の活躍は、全国に大きな感動を呼び、秋田県の名を高
めるとともに、県民に夢と明るい希望をもたらした。　

「野球への取組、甲子園での準優勝という経験を通して得たもの・感じたこと」

秋田に生きる同世代や後輩たちへ。

金足農業高校野球部 ３年生部員のメッセージです。

略　　歴
昭和７年　創部
昭和59年　第56回選抜高等学校野球大会出場
　　　　　第66回全国高等学校野球選手権大会出場　準決勝進出（ベスト４）
平成２年　第62回選抜高等学校野球大会出場
平成７年　第77回全国高等学校野球選手権大会出場　準々決勝進出（ベスト８）
平成10年　第80回全国高等学校野球選手権大会出場
平成11年　第71回選抜高等学校野球大会出場
平成13年　第83回全国高等学校野球選手権大会出場
平成19年　第89回全国高等学校野球選手権大会出場
平成30年　第100回全国高等学校野球選手権記念大会出場　決勝進出（準優勝）
　　　　　国民体育大会　第１位

何事にも一生懸命に取り組め
ば必ず結果はついてきます。
皆さんにも必ず応援してくれ
る人がいると思うので、最後
まで諦めず、一生懸命頑張っ
てください。

佐々木　大夢（主将・レフト）
さ　さ　き ひろ  む

応援してくれた人に感謝して
野球をするという気持ちが大
切だと思いました。自分のた
めに力を貸してくれる人に感
謝することを忘れないでほし
いと思います。

吉田　輝星 （ピッチャー）
よし　だ こう せい

諦めないことが大切だと思い
ました。厳しい状況が多くあ
りましたが、音を上げなかっ
たことが準優勝につながった
と思います。諦めずに最後ま
で頑張ってください。

菊地　亮太 （キャッチャー）
きく　ち りょう  た

努力の大切さを学びました。
常にコツコツと努力をしてい
ることを神様は見てくれてい
ます。そして仲間の大切さを
強く感じました。皆さんも仲
間を大切にしてください。

髙橋　佑輔 （ファースト）
ゆう すけたか はし

甲子園では、「技術で負けて
いても気持ちでは負けない。」
という心構えで戦いました。
皆さんも弱気にならずに目標
に向かって頑張ってほしいと
思います。

菅原　天空 （セカンド）
すが わら た　 く

甲子園を通して改めて仲間の
大切さを学びました。この仲
間だからこそ、準優勝できま
した。同じ目標に向かってい
る仲間を大切にしてください。

打川　和輝 （サード）
うち  かわ かず　き

自分一人の努力だけではなく、
周りの方々の支えがあるおか
げで夢を叶えることができた
と思います。周りの方々の支
えに感謝し、何事にも真剣に
取り組んでください。

斎藤　璃玖 （ショート）
さい  とう り　 く

親や周りの人からの応援や支
えがあったからこそ結果を残
すことができました。皆さん
も応援されるように頑張って
ください。また、その応援に
感謝することも大切です。

大友　朝陽 （センター）
おお  とも あさ　ひ

皆さんに伝えたいことは、仲
間の大切さです。チームメイ
トがいたからこそ自分が成長
することができたと思います。
皆さんも仲間を信じて頑張っ
てください。

菊地　彪吾 （ライト）
きく　ち ひゅう  ご

「自分は～する！」というよ
うに、具体的に大きな夢を持
ち、強い意志を持って本気で
頑張り続けることが大切です。
最後まで諦めず、精一杯頑張っ
てください。

川和田　優斗
かわ　わ　 だ ひろ　と

目標を高く持って、最後まで
努力を続ければ報われるのだ
と思いました。自分がやれる
ことは全てやった方がいいで
す。全力で尽くすことを大切
にしてください。

金子　桃華 （マネージャー）
かね　こ もも　か

甲子園大会で準優勝して、３
年間選手のサポートをしてき
て本当によかったと思います。
仲間のために自分が頑張ると
いう姿勢も大切だと思いまし
た。

高橋　桃佳 （マネージャー）
たか はし もも　か
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